＜課題解決型高度医療人材養成プログラム＞

平成３０年　４月１３日
各大学関係学部長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大学歯学部長
      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　澤瀬　隆（公印省略）
平成３０年度「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革」に係る
授業科目の履修者募集について（通知）
　このことについて，別紙のとおり「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革」に係る授業科目を開講します。
　つきましては，貴学部において履修希望者がありましたら，下記の提出書類を添えて，平成３０年６月２２日（金）までに，申込先まで送付願います。
　なお，受講の可否については，所属大学学部長あて通知します。
また，本科目履修者については，別紙のとおり取り扱いますので，あらかじめご了承願います。
記
　　【提出書類】
1． 所属大学学部長の推薦書　（様式１）
　　　　２．　履修願　（様式２）
　　　　３．　申込書　（長崎大学歯学部様式）
　　　　４．　学生教育研究災害傷害保険加入済証明書　（様式任意）
【申 込 先】
　　　　〒852-8588
　　　　長崎市坂本1-7-1　
　　　　長崎大学歯学部学務係　担当：伊東　
TEL：095-819-7613 　　FAX：095-819-7608 
Mail：gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp
以　上
「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革」に係る授業科目の履修案内
	開講大学
	 長崎大学

	授業科目名
	（日本語）　離島歯科口腔医療・保健・福祉学実習
（英語）　 Comprehensive Oral Care Learning Course

	担当教員
	　小山善哉、多田浩晃、齋藤俊行、角忠輝、澤瀬隆

	電話番号
	　095-819-7613

	E-mail
	gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp

	授業形式
	実習

	単位数
	１単位

	募集人数
	各クール6名　計12名

	受講資格
	地域医療・訪問診療・離島医療に関心を持つ歯学部学生（学年問わず）

	開設時期
	第１クール：平成30年8月6日(月) ～8月10日(金)
第２クール：平成30年9月10日(月) ～9月14日(金)　いずれか選択

	開講場所
	長崎大学歯学部離島歯科保健医療研究所および五島市内医療保健福祉施設

	授業目標
	急性期病院や介護施設で要介護高齢者の医療介護の現場で、高齢者の口腔機能管理に歯科医師が果たすべき役割、気持ちに寄り添える歯科医師の養成を目指す。

	授業内容・
計画等
	五島市の長崎大学歯学部離島歯科保健医療研究所に合宿しながら、1週間、五島市内の医療保健福祉施設を訪問し、様々な要介護度や身体状況の高齢者と触れ合いながら介護を体験し、これからの歯科に求められる役割を学ぶ。また、幼児とご家族を対象とした口腔保健事業に参加する。
・急性期病院　病棟嚥下回診　（五島中央病院）
・特別養護老人ホーム　介護・口腔ケア・摂食嚥下ケア　（只狩荘）
・通所介護　介護・口腔ケア・摂食嚥下ケア　（五島市社会福祉協議会富江支所）
・要支援高齢者居宅訪問/介護予防事業・ミニデイサービス（五島市長寿介護課）

・幼稚園等歯磨き教室　（五島市健康政策課）

	成績評価
	実習終了後、要介護高齢者等の口腔機能管理等についてレポート提出、評価する。

	参考書等
	特になし

	履修上の注意
	・費用：宿泊費不要。交通費自己負担。
・履修の辞退について：準備の都合上、早めに連絡をお願いします。
・集合日時：第1クール：8/5（日）16：30、第2クール：9/9（日）16：30
・集合場所：五島市福江港ターミナル
・各自持参するもの：参加者決定後に送付する学習要項を参照
・服装：原則白衣とする。実習中、白衣の下は短パン・サンダル不可
・やむを得ない欠席・遅刻の場合の通知方法：参加者決定後に送付する学習要項を参照



＜別　紙＞
「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革」における学生交流の取扱い

１　連携大学からの履修者に係る検定料，入学料及び授業料は，相互に徴収しないものとする。

２　連携大学からの履修者が教育研究の指導を受ける上で必要な施設・設備の利用については，便宜を供与するものとする。

３　連携大学からの履修者は，教育研究の指導を受ける場合の災害事故に係る対応として，交流先での活動に伴う災害事故が保険適応内である学生教育災害障害保険又はこれに準ずる保険に加入するものとする。

４　連携大学からの履修者が交流先で臨床実習に参加する場合，あらかじめ教育研究の指導を受ける上で必要な感染症抗体の確認，ワクチン接種を行うものとする。派遣先の実習で何らかの問題が生じた場合，両大学間で誠意を持って解決にあたるものとする。
５　履修希望者が定員を超過した場合の選考については，各科目開講大学に一任するものとする。

６　各科目開講大学の学部長は，教育研究指導終後，直ちに派遣大学の学部長あて成果報告を行うものとする。

７　このほか，実施に関し必要な事項は，双方の協議により定めることができるものとする。
